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　このたび、東京都と東京都渋谷公園通りギャラリーは、アール・ブリュット　2024
巡回展「抽象のラビリンス  ―夢みる色と形―」を開催いたします。
　アール・ブリュット作品の魅力を都内に巡回して紹介する展覧会は、今回で5回
目を迎えました。この節目の年に、アール・ブリュット作品への関心をより一層高め
ることを目的として、本分野の研究家として国際的に活躍しているエドワード・M・ゴ
メズ氏をゲスト・キュレーターに迎え、本展を開催いたします。
　今回、アール・ブリュットにおける〈抽象〉の表現にあらためて注目し、日本の作家
7名の自由で想像をかきたてる作品世界を、都内3か所に巡回して紹介します。
　アーティストたちの大胆かつ神秘的な表現の力を体感し、そこに表れる抽象作
品が魔法のように織りなす夢の世界を感じていただければ幸いです。

　私たち人類は、夢という神秘的で、不確かな感情に満ちあふれるものに常に魅
了され、そこに表れるイメージ、雰囲気、そしてその捉えどころのない物語の意味を
問い続けてきました。抽象作品の多くもまたその意味は捉え難く、ときに私たちの
理解を超えたものでさえあります。このように夢と抽象作品は、その本質的な性質
が類似しているのです。遠い夢の世界で発見された遺物のようなモチーフ、ぼんや
りとしたイメージとエネルギッシュな線、色鮮やかなグリッド、カラフルで不規則な
形、夢の中に現われる奇妙なフォルム。これらの作品を鑑賞する私たちは、まるで
抽象のラビリンスに迷い込んだかのような不思議な気持ちになることでしょう。

　最後になりますが、本展開催にあたり、貴重な作品をご出展いただきました作家
の皆さま、多大なご協力を賜りました関係者の皆さまに厚くお礼申し上げます。

　アール・ブリュット（Art Brut）とは、元々、フランスの芸術家ジャン・デュビュッフェによって提
唱されたことばです。今日では、広く、専門的な美術の教育を受けていない人などによる、独自
の発想や表現方法が注目されるアートを表します。

主催／東京都、東京都渋谷公園通りギャラリー（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都現代美術館）
協力／葛飾区、三鷹市、大島町

東京都渋谷公園通りギャラリー
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大島町開発総合センター（大島町役場）   大集会室
2024年11月16日（土）

●出張イベント
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本展覧会の開催にあたり、ご協力を賜りました下記の関係者の皆様をはじめ、
お名前を記すことのできなかった多くの皆様に、心よりお礼申し上げます。
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抽象と夢の世界へのいざない
エドワード・M・ゴメズ （ゲスト・キュレーター）

　様々なアーティストの作品をあるテーマのも
とで集めた展覧会を企画するとき、選択した作
品をひとところに展示した際にまとまりが生ま
れるかどうかは予測しがたい。
　実際、ギャラリーに作品が届き始め、梱包を
ほどいて確認を進めるにつれて、キュレーター
が思い描く展覧会のビジョンが変化し、作品の
特徴に左右されていくことは珍しくないからだ。
その時点で、実物の作品は互いに「語り」始め、
エネルギーと精神を共有するようになる。展覧
会の魂は、作品同士のそういった対話から生ま
れる。
　「抽象のラビリンス  ̶ 夢みる色と形̶」では、
専門的な美術の教育を受けずに作品を制作す
る7人の現代日本人アーティストの作品が集ま
り、驚異とほとばしるような創造性の魂が作り
出された。参加アーティストは、ガタロ、伊藤駿、
松井瑛美、柴田鋭一、土橋美穂、對馬考哉、箭
内裕樹（※アルファベット順）らである。
　それぞれの作品は、この展覧会の詩的な
テーマに思い思いの形でかかわっている。もと
より神秘的な意味合いを持つふたつの現象
「抽象アートと人間の夢」の関係を指し示す
テーマだ。
　抽象的な表現のアートの主題も夢の内容も、
理解しがたいという共通点がある。抽象的な表
現のアートを鑑賞するとき、夢でみたイメージ
を思い返そうとするとき、人はよく「この作品は
何が言いたいのだろう？ あの夢にはどんな意
味があるのだろう？」と自問する。どうしても何ら

かの答えが欲しくて、そのような問いに対して納
得のいく回答が必要であると訴える。要するに
人間は、毎日の生活や自分を取り巻く環境のあ
らゆる面についてはっきりと理解し、現実を把
握したいと切に望み求めるものなのだ。
　だが、抽象的な表現のアートや夢は、その秘
密をやすやすとは明かさない。真意はシンボル
とミステリーに包み隠されているように見え、読
み解くことにもどかしい思いをする人もいるだ
ろう。それでも、その得体の知れない性質の中
には奇妙な魅力が潜んでいる。その意味を探る
ことは、推測と不確かな暗示のラビリンスに足
を踏み入れることである。
　ただ、抽象的な作品や夢の意味にはとらえど
ころがないとはいえ、ふたつの基本的な見方を
知っておいても損はないはずだ。ひとつ目に、
どんな作品も、手法は違っても、例外なく本質的
な真理のあらわれであるということを覚えてお
きたい。言い換えると、ある現代アーティストた
ちも言ったように、見えるままがすべてで裏表
がないのが抽象作品である。しかし、ひとつの
抽象作品を見たときの感じ方は人によって違っ
てもおかしくない。抽象的な表現のアートに対
する反応や理解も同じではないかもしれない。
　ふたつ目に、夢について言えば、古代エジプ
ト人から近代の精神分析学者や心理療法士ま
で、夢解釈の先駆者たちの知見を思い出した
い。それは、たとえ説明がつかないとしても、夢
をみることは意識の一形態であり、夢の内容は
知識の一形態であるということだ。

　このような問いやアイデアを背景に、「抽象
のラビリンス  ̶ 夢みる色と形̶」では、多種多
様な素材、様々なスタイルを使って独自の作品
を制作するアーティストたちによる絵画を展示
した。表現方法は幅広く、きわめて私的だ。
　ガタロは、広島のショッピングセンターで清
掃員として働いていた。美術学校で制作を学ん
だ経験はない。その絵画には、友人たち、日々
の仕事で使うほうきや掃除用具など、身の回り
の物や人物が描かれている。紙くずを拾い集め
てとっておき、画材にすることも多い。
　この展覧会では、ガタロが特に好んで取り上
げる題材である雑巾を描いた連作の中から30
点を選んで展示した。ガタロは、普通の鉛筆、パ
ステル、時には白い絵の具を使い、雑巾を描い
ている。ルネサンス期の芸術家たちのように、
キアロスクーロの技法で対象物に彫刻のような
質感を与えている。（「キアロスクーロ」はイタリ
ア語で、 絵画の中に明暗と陰影をつけることで
立体的な効果を生み出す技法を指す。）
　これらの作品についてガタロは、「1日1枚を1
時間で描く」という自らに課した日々の日課とし
て雑巾の絵を制作していた。絵を描き終えた後
に焼酎を飲むことが、楽しみであったという。ガ
タロは「雑巾自体も最初から雑巾なのではな
く、他の人が着とった服など、さまざまな物から
雑巾になっとる。」と語っている。
　ガタロの絵画は、取るに足らないような対象
に価値を見出している。クシャクシャの雑巾が、
作品の中では輝く宝石のようなオブジェに変

わる。
　伊藤駿は、三重県を拠点に活動する若手
アーティストで、県内の福祉施設「希望の園」に
所属している。ロックバンド「ダッキーアクソン」
のリードボーカルで作詩も担当している。
　伊藤は木炭を使っている。アール・ブリュット
やアウトサイダー・アートと呼ばれる自己流の
アーティストの作品にはあまり見られない画材
だ。指で線をぼかすなど木炭を表現豊かに用
い、主に自然からとった題材を抽象化した絵を
描く。魚、ヘビなどの生き物も登場する。エネル
ギッシュな線で構成されたその作品からは、認
識できる対象を抽象化し、夢のような神秘的な
雰囲気を作り出す方法を伊藤が本能的に理解
しているのが見てとれる。
　松井瑛美は、別府で活動する若手女性アー
ティストだ。色鮮やかな絵画を制作しながら、深
い関心を持つ書道の探求も続けている。それ
ゆえに、その線が確信に満ち、かつ表現力豊か
であるのも当然だろう。紙に描かれたカラフル
な絵は、ゆるやかな格子や円を中心にしたもの
が多い。そのエレメントは花や大きな葉の形に
似ている。
　松井の明るい色彩の構成を前にすると、歓喜
が湧き上がるとともに別世界にいるような感覚
に包まれる。そのシンプルなフォルムといきいき
とした個性は、抽象表現を用いてインスピレー
ションを呼び起こそうとした20世紀初頭の現代
芸術家たちの実験的な試みを思わせる。
　柴田鋭一は、  埼玉県川口市の福祉施設「工

房集」で作品を制作している。柴田は、キャンバ
スや紙に描くときに使う独特の抽象言語を長く
育み続けてきた。普段はボールペンで制作する
が、その大半に「せっけんのせ」という同じ題名
が付けられている。
　柴田は、作品の中でせっけんの泡に似た点
や線を抽象的な形で表現している。輝きを放つ
その構成は、時には色の点々や絡み合った線
でぎっしり密集しているが、同時にどれも空気の
ように軽く感じられるのが不思議だ。自由自在
な線と色彩を用いた柴田の洗練された作品は
優雅で独創的で、アンリ・マティス、パウル・ク
レー、ジャクソン・ポロックといった近代美術の
先駆者である大家の作品と並べても遜色がな
いほどだ。
　箭内裕樹は、埼玉県川口市の福祉施設「川
口太陽の家」で作品を制作している。箭内は、色
をつけた四角形をたくさん描いて作品を構成し
ている。この四角形のかたまりは、見えるか見え
ないかという程度にふんわりとしたグリッドを
形作る。箭内は、色味のコントラストを巧みに操
りながら、作品のあちこちに顔などに見える記
号のようなエレメントを埋め込んでいる。
　箭内の色彩は時にとてもやさしく、その構成
は雲のように軽やかで浮遊感がある。この展覧
会に出品したアーティストの多くに共通するス
タイルだが、箭内も新たに制作を始める前に下
絵を描くことはないと言う。構想をせずとも、作
品が自ら進化していくのだ。
　神奈川県に暮らすアーティストの土橋美穂

も、即興的に作品を制作している。当然、絵画や
デッサンを描き始めた時点では、その構成や主
題がどうなるのか、アーティスト自身にも予測
できない。
　マルチアーティストの土橋の作品はとりわけ
多彩で、ドローイングや絵画、粘土の人形、糸や
布を使った手縫いの動物などに及ぶ。紙に描
いた絵画には、水のような色彩の爆発や、シン
プルな円や平行線の集合のみの抑えの効いた
ミニマリスト的な構成など、さまざまな抽象的な
表現が見られる。
　土橋は抽象的な作品の中で、家族など自分
が知る人々や動物、あるいは想像の中で生まれ
た主題を描いていると説明している。それぞれ
の作品からは、アーティストの強い創造の衝動
を感じとることができる。
　青森県平川市在住の對馬考哉は、主に紙に
様々なスタイルの絵画やデッサンを描く。単色
でまとめたり、色彩をたっぷり使ったり、どれも
エネルギッシュな構成だ。シンプルな細い線で
形状を繰り返し、密度の高いランダムなパター
ンを描くこともある。
　抽象化した頭部や顔などの対象の集合を、
図式のようにグループ化した作品もある。だが、
この展覧会で展示された一面緑色の抽象画も
また對馬のアートだ。それは、自然を表現してい
るのだろうか、生い茂る草をクローズアップで
撮った写真のようにも見える。
　對馬は、作品の中で、不安定な思考や感情を
的確に表現する方法を模索し続けているように

見える。ロックンロールにインスピレーションを
受けているという對馬の絵画やドローイングに
は、実際にその音楽が持つ自由な感性が感じ
られる。
　この展覧会のデザインも独特で、ハニカム
ボード（段ボール板）を斬新な手法で用いて展
示パネルと自立式の壁を作っている。会場構成
を担当した塚本由晴とアトリエ・ワンのチーム
は、アール・ブリュットのアーティストの世界か
らその着想を得た。
　アール・ブリュットのアーティストの多くは、
ガタロのように、メインストリームの社会や文
化の周縁で生活しながら作品作りをしている
ので、潤沢な資金はないかもしれないが、その
想像力には限りがない。いきおい、自分で見つ
けた紙、段ボール、木くず、布切れなどの材料
に、安価な絵の具や接着剤を使って制作する
ことになる。アトリエ・ワンによる本展の会場構
成には、アーティストの作品制作に段ボールが
重要な役割を果たしている現実が映し出され
ている。
　それはまた、埼玉県の「工房集」のアーカイブ
のイメージでもある。塚本は、現代日本のアー
ル・ブリュットのアーティストや、その絵画、デッ
サン、彫刻などの制作の現場であるワークショッ

プについて調査を進める中で実際に「工房集」
を訪れ、所属アーティストの完成作品が段ボー
ル箱に納められ、棚に整理されている様子を目
にした。そこで保管されている作品は、気軽に取
り出して来訪者に見せたり、展示用にギャラリー
や美術館に送ったりすることができる。
　こうしてアトリエ・ワンは、段ボールを使って、
波打つ壁とアーティストの作品を展示する展示
空間を生み出した。また、作品を保管する棚を
イメージした高い壁を建て、アール・ブリュット
のアーティストの世界が持つ様々な様相を思い
起こさせるデザインとした。
　「抽象のラビリンス  ̶ 夢みる色と形̶」展に
並ぶ作品と同様に、会場にもごく普通の段ボー
ルが意外な形で巧みに使われているのを見れ
ば、抽象的な表現のアートでは夢の中と同じよ
うに、普通でないと思われることが当たり前な
のであり、容易に理解できないことにも、いわ
ゆる現実の物質世界にまつわる事実と同じくら
い実体が伴っているのだと改めて思い知らさ
れる。 
　この展覧会に集められた作品は、不思議と
魅惑と驚きに満ちた、夢みる抽象的な表現の
アートの力を謳歌している。
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れる。
　「抽象のラビリンス  ̶ 夢みる色と形̶」では、
専門的な美術の教育を受けずに作品を制作す
る7人の現代日本人アーティストの作品が集ま
り、驚異とほとばしるような創造性の魂が作り
出された。参加アーティストは、ガタロ、伊藤駿、
松井瑛美、柴田鋭一、土橋美穂、對馬考哉、箭
内裕樹（※アルファベット順）らである。
　それぞれの作品は、この展覧会の詩的な
テーマに思い思いの形でかかわっている。もと
より神秘的な意味合いを持つふたつの現象
「抽象アートと人間の夢」の関係を指し示す
テーマだ。
　抽象的な表現のアートの主題も夢の内容も、
理解しがたいという共通点がある。抽象的な表
現のアートを鑑賞するとき、夢でみたイメージ
を思い返そうとするとき、人はよく「この作品は
何が言いたいのだろう？ あの夢にはどんな意
味があるのだろう？」と自問する。どうしても何ら

かの答えが欲しくて、そのような問いに対して納
得のいく回答が必要であると訴える。要するに
人間は、毎日の生活や自分を取り巻く環境のあ
らゆる面についてはっきりと理解し、現実を把
握したいと切に望み求めるものなのだ。
　だが、抽象的な表現のアートや夢は、その秘
密をやすやすとは明かさない。真意はシンボル
とミステリーに包み隠されているように見え、読
み解くことにもどかしい思いをする人もいるだ
ろう。それでも、その得体の知れない性質の中
には奇妙な魅力が潜んでいる。その意味を探る
ことは、推測と不確かな暗示のラビリンスに足
を踏み入れることである。
　ただ、抽象的な作品や夢の意味にはとらえど
ころがないとはいえ、ふたつの基本的な見方を
知っておいても損はないはずだ。ひとつ目に、
どんな作品も、手法は違っても、例外なく本質的
な真理のあらわれであるということを覚えてお
きたい。言い換えると、ある現代アーティストた
ちも言ったように、見えるままがすべてで裏表
がないのが抽象作品である。しかし、ひとつの
抽象作品を見たときの感じ方は人によって違っ
てもおかしくない。抽象的な表現のアートに対
する反応や理解も同じではないかもしれない。
　ふたつ目に、夢について言えば、古代エジプ
ト人から近代の精神分析学者や心理療法士ま
で、夢解釈の先駆者たちの知見を思い出した
い。それは、たとえ説明がつかないとしても、夢
をみることは意識の一形態であり、夢の内容は
知識の一形態であるということだ。

　このような問いやアイデアを背景に、「抽象
のラビリンス  ̶ 夢みる色と形̶」では、多種多
様な素材、様々なスタイルを使って独自の作品
を制作するアーティストたちによる絵画を展示
した。表現方法は幅広く、きわめて私的だ。
　ガタロは、広島のショッピングセンターで清
掃員として働いていた。美術学校で制作を学ん
だ経験はない。その絵画には、友人たち、日々
の仕事で使うほうきや掃除用具など、身の回り
の物や人物が描かれている。紙くずを拾い集め
てとっておき、画材にすることも多い。
　この展覧会では、ガタロが特に好んで取り上
げる題材である雑巾を描いた連作の中から30
点を選んで展示した。ガタロは、普通の鉛筆、パ
ステル、時には白い絵の具を使い、雑巾を描い
ている。ルネサンス期の芸術家たちのように、
キアロスクーロの技法で対象物に彫刻のような
質感を与えている。（「キアロスクーロ」はイタリ
ア語で、 絵画の中に明暗と陰影をつけることで
立体的な効果を生み出す技法を指す。）
　これらの作品についてガタロは、「1日1枚を1
時間で描く」という自らに課した日々の日課とし
て雑巾の絵を制作していた。絵を描き終えた後
に焼酎を飲むことが、楽しみであったという。ガ
タロは「雑巾自体も最初から雑巾なのではな
く、他の人が着とった服など、さまざまな物から
雑巾になっとる。」と語っている。
　ガタロの絵画は、取るに足らないような対象
に価値を見出している。クシャクシャの雑巾が、
作品の中では輝く宝石のようなオブジェに変

わる。
　伊藤駿は、三重県を拠点に活動する若手
アーティストで、県内の福祉施設「希望の園」に
所属している。ロックバンド「ダッキーアクソン」
のリードボーカルで作詩も担当している。
　伊藤は木炭を使っている。アール・ブリュット
やアウトサイダー・アートと呼ばれる自己流の
アーティストの作品にはあまり見られない画材
だ。指で線をぼかすなど木炭を表現豊かに用
い、主に自然からとった題材を抽象化した絵を
描く。魚、ヘビなどの生き物も登場する。エネル
ギッシュな線で構成されたその作品からは、認
識できる対象を抽象化し、夢のような神秘的な
雰囲気を作り出す方法を伊藤が本能的に理解
しているのが見てとれる。
　松井瑛美は、別府で活動する若手女性アー
ティストだ。色鮮やかな絵画を制作しながら、深
い関心を持つ書道の探求も続けている。それ
ゆえに、その線が確信に満ち、かつ表現力豊か
であるのも当然だろう。紙に描かれたカラフル
な絵は、ゆるやかな格子や円を中心にしたもの
が多い。そのエレメントは花や大きな葉の形に
似ている。
　松井の明るい色彩の構成を前にすると、歓喜
が湧き上がるとともに別世界にいるような感覚
に包まれる。そのシンプルなフォルムといきいき
とした個性は、抽象表現を用いてインスピレー
ションを呼び起こそうとした20世紀初頭の現代
芸術家たちの実験的な試みを思わせる。
　柴田鋭一は、  埼玉県川口市の福祉施設「工

房集」で作品を制作している。柴田は、キャンバ
スや紙に描くときに使う独特の抽象言語を長く
育み続けてきた。普段はボールペンで制作する
が、その大半に「せっけんのせ」という同じ題名
が付けられている。
　柴田は、作品の中でせっけんの泡に似た点
や線を抽象的な形で表現している。輝きを放つ
その構成は、時には色の点々や絡み合った線
でぎっしり密集しているが、同時にどれも空気の
ように軽く感じられるのが不思議だ。自由自在
な線と色彩を用いた柴田の洗練された作品は
優雅で独創的で、アンリ・マティス、パウル・ク
レー、ジャクソン・ポロックといった近代美術の
先駆者である大家の作品と並べても遜色がな
いほどだ。
　箭内裕樹は、埼玉県川口市の福祉施設「川
口太陽の家」で作品を制作している。箭内は、色
をつけた四角形をたくさん描いて作品を構成し
ている。この四角形のかたまりは、見えるか見え
ないかという程度にふんわりとしたグリッドを
形作る。箭内は、色味のコントラストを巧みに操
りながら、作品のあちこちに顔などに見える記
号のようなエレメントを埋め込んでいる。
　箭内の色彩は時にとてもやさしく、その構成
は雲のように軽やかで浮遊感がある。この展覧
会に出品したアーティストの多くに共通するス
タイルだが、箭内も新たに制作を始める前に下
絵を描くことはないと言う。構想をせずとも、作
品が自ら進化していくのだ。
　神奈川県に暮らすアーティストの土橋美穂

も、即興的に作品を制作している。当然、絵画や
デッサンを描き始めた時点では、その構成や主
題がどうなるのか、アーティスト自身にも予測
できない。
　マルチアーティストの土橋の作品はとりわけ
多彩で、ドローイングや絵画、粘土の人形、糸や
布を使った手縫いの動物などに及ぶ。紙に描
いた絵画には、水のような色彩の爆発や、シン
プルな円や平行線の集合のみの抑えの効いた
ミニマリスト的な構成など、さまざまな抽象的な
表現が見られる。
　土橋は抽象的な作品の中で、家族など自分
が知る人々や動物、あるいは想像の中で生まれ
た主題を描いていると説明している。それぞれ
の作品からは、アーティストの強い創造の衝動
を感じとることができる。
　青森県平川市在住の對馬考哉は、主に紙に
様々なスタイルの絵画やデッサンを描く。単色
でまとめたり、色彩をたっぷり使ったり、どれも
エネルギッシュな構成だ。シンプルな細い線で
形状を繰り返し、密度の高いランダムなパター
ンを描くこともある。
　抽象化した頭部や顔などの対象の集合を、
図式のようにグループ化した作品もある。だが、
この展覧会で展示された一面緑色の抽象画も
また對馬のアートだ。それは、自然を表現してい
るのだろうか、生い茂る草をクローズアップで
撮った写真のようにも見える。
　對馬は、作品の中で、不安定な思考や感情を
的確に表現する方法を模索し続けているように

見える。ロックンロールにインスピレーションを
受けているという對馬の絵画やドローイングに
は、実際にその音楽が持つ自由な感性が感じ
られる。
　この展覧会のデザインも独特で、ハニカム
ボード（段ボール板）を斬新な手法で用いて展
示パネルと自立式の壁を作っている。会場構成
を担当した塚本由晴とアトリエ・ワンのチーム
は、アール・ブリュットのアーティストの世界か
らその着想を得た。
　アール・ブリュットのアーティストの多くは、
ガタロのように、メインストリームの社会や文
化の周縁で生活しながら作品作りをしている
ので、潤沢な資金はないかもしれないが、その
想像力には限りがない。いきおい、自分で見つ
けた紙、段ボール、木くず、布切れなどの材料
に、安価な絵の具や接着剤を使って制作する
ことになる。アトリエ・ワンによる本展の会場構
成には、アーティストの作品制作に段ボールが
重要な役割を果たしている現実が映し出され
ている。
　それはまた、埼玉県の「工房集」のアーカイブ
のイメージでもある。塚本は、現代日本のアー
ル・ブリュットのアーティストや、その絵画、デッ
サン、彫刻などの制作の現場であるワークショッ

プについて調査を進める中で実際に「工房集」
を訪れ、所属アーティストの完成作品が段ボー
ル箱に納められ、棚に整理されている様子を目
にした。そこで保管されている作品は、気軽に取
り出して来訪者に見せたり、展示用にギャラリー
や美術館に送ったりすることができる。
　こうしてアトリエ・ワンは、段ボールを使って、
波打つ壁とアーティストの作品を展示する展示
空間を生み出した。また、作品を保管する棚を
イメージした高い壁を建て、アール・ブリュット
のアーティストの世界が持つ様々な様相を思い
起こさせるデザインとした。
　「抽象のラビリンス  ̶ 夢みる色と形̶」展に
並ぶ作品と同様に、会場にもごく普通の段ボー
ルが意外な形で巧みに使われているのを見れ
ば、抽象的な表現のアートでは夢の中と同じよ
うに、普通でないと思われることが当たり前な
のであり、容易に理解できないことにも、いわ
ゆる現実の物質世界にまつわる事実と同じくら
い実体が伴っているのだと改めて思い知らさ
れる。 
　この展覧会に集められた作品は、不思議と
魅惑と驚きに満ちた、夢みる抽象的な表現の
アートの力を謳歌している。

ゲスト・キュレーター エドワード・M・ゴメズ
美術評論家、美術史家、アール・ブリュット・コレクションの諮問委員会会員。批評家として『ニューヨーク・タイムズ』『ハイパーアレルギッ
ク』『アートニューズ』『アート・イン・アメリカ』『ジャパン・タイムズ』など多数の新聞雑誌に寄稿。イギリスのアウトサイダー・アートの雑誌
『ロー・ビジョン』の元海外通信員 兼 編集者。『brutjournal（ブリュットジャーナル）』の創刊者 兼 編集長。著作に、Genqui Numata 
(Franklin Furnace Archive), Yes: Yoko Ono (Abrams), The Art of Adolf Wölfli: St. Adolf-Giant-Creation (American Folk Art 
Museum/Princeton University Press), Hans Krüsi (Iconofolio/Outsiders) など。

しゅう
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作品の情報は、東京都渋谷公園通りギャラリーの調査したデータに加え、
作家と所蔵者から提供されたデータを参照した。

作品リストには、作家別に、「図版番号」、「作品名」、「制作年」、「材質・技法」、
「サイズ（縦×横cm）」、「所蔵先」の順に記載した。

各作家ページの作品キャプションには、「図版番号」、「作品名」、「制作年」を記載した。

作家解説は秋間敬代（東京都渋谷公園通りギャラリー）が執筆した。

視覚障害のある方のための触図をつかった鑑賞ツアー、
分身ロボット「OriHime」とまわる鑑賞ツアーは河原功也（東京都渋谷公園通りギャラリー）が執筆した。

コピーライト/写真クレジットは、巻末に記載した。
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※伊藤駿の作品は全て特定非営利活動法人 希望の園蔵
　All of ITO Shun’s works are in the collection of Kibou-no-Sono （Garden of Hope）.

1995年  三重県生まれ
伊藤  駿

伊藤駿は、2014年から三重県松阪市にある福祉施設「まつさかチャレンジドプレイス希望
の園」に通い始めた。最初は音楽に興味があったが、絵画を制作している仲間の影響を受
けて、絵も描くようになった。伊藤は、その時の気分や直感を大切にして絵を描いており、モ
チーフや描き方に迷っているときには制作しない。ウシガエルやアメリカザリガニのように
身近な生き物から、マンモスやキングコブラなど実際に見たことの無い生き物まで、木炭
を使ってさまざまな題材を描いている。音楽が大好きで、「ダッキーアクソン」というロックバ
ンドのリードボーカルとしても活躍している。絵を描くときも音を大事にしている。ウシガエ
ルの鳴き声や、木炭と紙がこすれる音にも耳を傾け、その印象を絵に反映させている。伊藤
は、一緒に創作活動をしている仲間にも刺激を受けながら、日々、制作を続けている。
代表的な参加展覧会として、「第1回 三重の荒ぶるアーティストたち展」（2023年、三重県文
化会館 ギャラリー）などがある。

いとう しゅん

L!4%&'*. %+"-$,-$JccOG$Y,:$[":V:5#&":

1-1   ウシガエル  2022年 Bullfrog 2022

1-2   キングコブラ   2023年 King Cobra 2023
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1-3   マンモス  2022年 Mammoth 2022

1-4   アメリカザリガニ   2022年 Crawfish 2022

1-5   戦う司会者  2022年 Battling MCs 2022

1-6   ベニクラゲ   2023年 Immortal Jellyfish 2023
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1-7   鶴  2022年 Crane 2022

1-8   ギター   2021-2022年 Guitar 2021-2022

1-9   豹  2022年 Leopard 2022

1-10   マンボウ   2022年 Sunfish 2022
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)6"1)-.2>(3.('%,13#('%4"*.()-(2$"5)-1(2,$)-1(5%$?(0$."?';(D"#.$>(!"#"$%($.#,$-.2(#%(E)$%'3)6"(
)-(3)'(4"#.(FG'>(7%44%5)-1(H"$)%,'(+%0'("*$%''(I"@"-;(<#(JJ>(3.(0.*"6.("(+"-)#%$("#(#3.('3%@@)-1(
*.-#.$(%-(#3.(1$%,-2(K%%$(%7(#3.(*)#/L$,-(M%#%6"*3)("@"$#6.-#(*%6@4.N(-."$(#3.(<#%6)*(B%60(
O%6.;(P-)#)"44/('#$,114)-1(5)#3(#3.(@3/')*"4(2.6"-2'(%7(3)'(5%$?>(!"#"$%(#3%,13#(6"-/(#)6.'(%7(
Q,)##)-1;(E%5.H.$>(#3.(5%$-L%,#(6%@'("-2($"1'>(#.'#"6.-#'(#%(3)'(3"$2(5%$?>(*",13#(3)'(./.("#(
#3"#(#)6.;(R)-2)-1()-'@)$"#)%-()-(#3.("@@."$"-*.(%7(3)'(2")4/(*4."-)-1(#%%4'>(3.(0.1"-(#%('?.#*3(
#3.6(,')-1(*$"/%-'("-2(%#3.$(#3)-1'(3.(3"2(@)*?.2(,@;(S)-*.(<@$)4(FGTU>(!"#"$%(3"'(7%*,'.2(%-("(
'.$).'(%7($"1(2$"5)-1'>('..)-1()-(#3.'.(5$,-1L%,#>(5.44L,'.2(*4%#3'("($.K.*#)%-(%7(3)'(%5-(
.N)'#.-*.;(
E)'(5%$?(3"'(0..-(7."#,$.2()-(.N3)0)#)%-'(',*3("'!"#$%%&'()*'%+,(-!.+/!01!/2'!3',(',!4'+,05!
67879:;67<(VFGFT>(W/%#%(:)#/(WXA:YZ<(M,'.,6(%7(<$#[;

1949年  広島県生まれ
ガタロ

雑巾の譜　2018-2019年

ガタロは、中学時代は洋画部に所属、高校時代は自ら美術部をつくり、絵に親しんだ。高校
卒業後は大阪の印刷会社に就職したが、工場での仕事は想像以上に大変だった。仕事の
合間に絵を描くことが心の支えとなった。その後、各地で様々な職を経験した後、20代後半
で広島に帰った。そして、33歳の頃、原爆ドームの近くにある市営基町アパート1階のショッ
ピングセンターの清掃員として働くようになった。働き始めた頃は、仕事の大変さや体力面
での不安から、仕事を辞めることを何度も考えた。その時、ガタロの目に映ったのは、一生
懸命働いてすり減ったモップや雑巾。毎日使っている掃除道具の佇まいに愛おしさを感
じ、拾ってきたクレヨンなどでスケッチをするようになった。2018年４月から雑巾の連作を
描き続けるガタロ。使い古され、水分を搾り取られた雑巾の姿に、自分の姿を重ね合わせ
ている。
代表的な参加展覧会として、「平成美術：うたかたと瓦礫 1989-2019」（2021年、京都市京
セラ美術館）などがある。

※ガタロの作品は全てクシノテラス（櫛野展正）蔵
　All of Gataro’s works are in the collection 
　of Kushino Terrace (KUSHINO Nobumasa).

!"#"$% B%$-()-(T\]\>(E)$%'3)6"(9$.7.*#,$.

Chronicle of my cleaning rags 2018-2019
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2-2
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SEPB<^<(Y))*3)(0.1"-(2$"5)-1("0%,#(JG(/."$'("1%;(P-)#)"44/>(3.(%-4/(2$.5(#3.(-,60.$'(_F`("-2(
_J`(0,#(4"#.$(0.1"-(*$."#)-1(5%$?'(3.(*"44'(_S.??.-(-%(S.`(VS%"@[;(a')-1(5"#.$L0"'.2(0"44@%)-#(
@.-'("-2(6"$?.$'>(SEPB<^<(*$."#.'(*,$H)4)-."$(7%$6'($.6)-)'*.-#(%7('%"@(0,004.'(%$(@4"-#(
#.-2$)4';(O%#'(%7(H"$/)-1(')b.'("-2('6"44('Q,"$.'("@@."$(0.#5..-(#3.(4)-.'>(5)#3(#3.(4)-.'("-2(
'3"@.'(')6,4#"-.%,'4/($.@.44)-1("-2(%H.$4"@@)-1(#%(7%$6("(,-)Q,.(5%$42;(O$"5)-1(4)-.'(%-(
*"-H"'(5)#3(5"#.$L0"'.2(0"44@%)-#(@.-'(*$."#.'("('"#)'7/)-1('*$"#*3)-1('%,-2("-2(#"*#)4.('.-'"#)%-;(
SEPB<^<(2.4)13#'()-(#3)'('%,-2("-2('.-'"#)%->(53)*3(3"'($.*.-#4/(4.2(3)6(#%(@$.7.$(#3)'(6.2),6(
%H.$(@"@.$;(E.("4'%(4%H.'(5%$?)-1(5)#3(5"#.$("-2('%6.#)6.'(#%,*3.'(3)'(5%$?'(5)#3(5.#(3"-2';(
^3)'(*",'.'(#3.()-?(#%(04..2(53.$.(#%,*3.2>(-"#,$"44/(*$."#)-1(2.@#3()-(3)'(@).*.';(SEPB<^<&'(
"$#(3"'(1")-.2()-#.$-"#)%-"4($.*%1-)#)%-("-2(3"'(0..-('3%5-()-(H"$)%,'(.N3)0)#)%-'("-2("$#(7")$'>(
0$%"2.-)-1()#'("@@."4;(M"-/(7.44%5("$#)'#'("#(W%0%LS/,>(#3.('#,2)%(#%(53)*3(SEPB<^<(0.4%-1'>(
.-1"1.()-(.N@$.'')H.("*#)H)#).';(S,$$%,-2.2(0/(#3.'.(*%6@"-)%-'>(SEPB<^<()'(2$"5)-1("#(3)'(2.'?(
"1")-(#%2"/;(
E)'("$#(3"'(0..-(7."#,$.2()-(.N3)0)#)%-'(',*3("'(".+/!#+$/!1+0=!>?@?AB!.A0/2'+!C00D<!VFGTULFGT\>(
:%44.*#)%-(2.(4&<$#(B$,#>(D",'"--.>(S5)#b.$4"-2[;

※柴田鋭一の作品は全て社会福祉法人みぬま福祉会 工房集蔵
　All of SHIBATA Eiichi’s works are in the collection of Kobo-Syu.

1970年  埼玉県生まれ
柴田  鋭一

柴田鋭一は、30年ほど前から絵を描き始めた。最初は数字の「２」と「３」を描いていたが、そ
のうち「せっけんのせ」と呼ばれる作品を描くようになった。水性ボールペン、マーカーなど
で、石鹸の泡や、植物の蔓を思わせる曲線を描く。線の間には、大小の点や小さな四角い
形が浮かんでいる。それぞれの線や形は、反発し合い、重なり合いながら、ひとつの世界を
作り上げていく。キャンバスに水性ボールペンで線を描くと、「カリカリ」という心地よい音と
感触が生まれる。その音と感触が大好きで、最近は画用紙よりもキャンバスに絵を描くこと
を好んでいる。水遊びが好きな柴田は、濡れた手で制作中の作品を触ることもある。手で
触れた部分の水性ボールペンが滲むことで、自然と絵に奥行きが生まれる。柴田の作品は
海外でも注目され、様々な展覧会やアートフェアに出展し、活躍の場を広げている。柴田が
所属する「工房集」では、たくさんの仲間が表現活動を行っている。仲間に囲まれながら、今
日も机に向かい、絵を描いている。
代表的な参加展覧会として、「日本のアール・ブリュット もうひとつの眼差し」展 
（2018-2019年、スイス・ローザンヌ、アール・ブリュット・コレクション）などがある。

しばた  えいいち

&'()*+*,-../0., B%$-()-(T\cG>(S")#"6"(9$.7.*#,$.

3-1   せっけんのせ  2000年 Soap 2000

3-2   せっけんのせ  2006年 Soap 2006

しゅう
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3-3   せっけんのせ  2010年 Soap 2010

3-4   せっけんのせ  2011年 Soap 2011

3-5   せっけんのせ  1998年頃 Soap ca.1998

3-6   せっけんのせ  制作年不詳 Soap Date unknown

28 29



3-7   せっけんのせ  2021年 Soap 2021

3-8   せっけんのせ  制作年不詳 Soap Date unknown

3-9   せっけんのせ  2004年 Soap 2004

3-10   せっけんのせ  2016年 Soap 2016
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1986年  青森県生まれ
對馬  考哉

對馬考哉は、大学進学を機に北海道で生活していたが、25歳の頃に故郷の青森県平川市
に戻った。最初は小説を執筆していたが、通っていた「平川市地域活動支援センターおらん
ど」のスタッフに勧められて、絵も描くようになった。「小説は煮込み料理。時間をかけて煮
込んでいく。」「絵は中華料理。強火でガーっと仕上げていく。」と對馬は語る。絵を描くとき
は、時間をかけず思いのままに一気に描いていく。對馬の作品には、こちらに何かを訴え
かけているような人物が、たびたび描かれている。「FORGIVE」と「BOW」という作品には、
「EVERYBODY SHOULD BE ACCEPTED」という文章が記されている。この文章には、全
ての人が受け入れられる社会であってほしいという對馬の思いが込められている。
代表的な参加展覧会として「第３回 日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS 公募展」（2021
年、Bunkamura Gallery / Wall Galleryほか）などがある。

つしま　こうや

!"#"$%&'()*+, !"#$%&$%'()*+%,"-"#&%.#/0/123#/

4565789,%:";<%=&>/?%&$%7"@@<&?"%?3#&$A%B&C%3$&>/#C&2;%;/<#C%D/0"#/%#/23#$&$A%2"%B&C%
B"-/2"E$%"0%7&#<@<E<%F&2;+%,"-"#&%.#/0/123#/+%<2%GHI%8$&2&<==;%0"13C/?%"$%E#&2&$A%$">/=C+%B/%
D/A<$%J<&$2&$A%<2%2B/%/$1"3#<A/-/$2%"0%C2<K%<2%2B/%7&#<@<E<%F&2;%F"--3$&2;%,12&>&2;%53JJ"#2%
F/$2/#%,==%L"3$?+%EB&1B%B/%<22/$?/?I%4565789,%C<;CM%NO">/=C%<#/%=&@/%C="EP1""@/?%?&CB/C+%
2<@&$A%2&-/%2"%C&--/#I%.<&$2&$AC%<#/%=&@/%FB&$/C/%13&C&$/+%Q$&CB/?%R3&1@=;%">/#%B&AB%B/<2IS%7&C%
J<&$2&$AC%<#/%1#/<2/?%CE&T=;%<$?%&$23&2&>/=;I%4565789,UC%E"#@C%"T/$%0/<23#/%QA3#/C%2B<2%C//-%
2"%D/%1"$>/;&$A%<%-/CC<A/%2"%2B/%>&/E/#I%7&C%J&/1/C%VWLX8YZ%<$?%!W[%&$1=3?/%2B/%JB#<C/%
NZYZL\!W]\%57W6^]%!Z%,FFZ.4Z]+S%#/_/12&$A%B&C%?/C&#/%0"#%<%C"1&/2;%2B<2%/-D#<1/C%<==%
&$?&>&?3<=CI%
7&C%E"#@%B<C%D//$%0/<23#/?%&$!"#$%!&'(()*!+),*-./')*!0123451#6!1&!#73!84#5!#$%!9:-!
1*/%:*./')*.;!8:/!3<$'='/')*>%`GaG'+%!3$@<-3#<%X<==/#;%b%[<==%X<==/#;+%<$?%/=C/EB/#/cI

※對馬考哉の作品は全て平川市地域活動支援センターおらんど蔵
　All of TSUSHIMA Kōya’s works are in the collection of All Round.

4-1   ウクライナ侵攻  2022年 Invasion of Ukraine 2022

4-2   FORGIVE  2024年 FORGIVE 2024
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4-3   BOW  2024年 BOW 2024

4-4   NOTHING (BUT THE SKY)  2022年頃 NOTHING (BUT THE SKY) ca.2022

4-5   友達  2020年 Friends 2020

4-7   軍鶏  2023年 Fighting Cock 2023
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4-6 （左上）   葱  2020年頃 Green Onion ca.2020
4-8 （右上）   無題  2012年  Untitled 2012
4-10 （下）    無題  2020年 Untitled 2020

4-9   肯定  2024年 Affirmation 2024
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,T/#%A#<?3<2&$A%0#"-%<%CJ/1&<=%$//?C%C1B""=+%456F787,578%9&B"%E"#@/?%<2%<%J#&><2/%1"-J<$;%
<$?%C/>/#<=%E/=0<#/%0<1&=&2&/CI%5B/%13##/$2=;%1#/<2/C%<#2%<2%)P')+%<%1"K//%CB"J%2B<2%#"<C2C%&2C%1"K//%
&$PB"3C/%&$%5<A<-&B<#<%F&2;+%:<$<A<E<%.#/0/123#/+%"J/#<2/?%D;%$3==3C%8$1II
456F787,578%?&>&?/C%B/#%2&-/%D/2E//$%C/#>&$A%13C2"-/#C%<$?%J<&$2&$A%&$%2B/%CB"JUC%C23?&"%&$%
2B/%D<1@I%W#&A&$<==;%0"$?%"0%-<@&$A%D/<?%d/E/=#;+%CB/%D/A<$%J<&$2&$A%<2%2B/%/$1"3#<A/-/$2%"0%
)P')UC%C2<KI%V"#%456F787,578+%J<&$2&$A%B<C%D/1"-/%<$%/CC/$2&<=%J<#2%"0%?<&=;%=&0/I%5B/%1#/<2/C%
<DC2#<12%E"#@C%<$?%<$&-<=P2B/-/?%J&/1/C%3C&$A%E<2/#PD<C/?%J/$C%<$?%<1#;=&1%J<&$2CI%7/#%E"#@C%&$%
2B&C%/eB&D&2&"$%&$1=3?/%J&/1/C%E&2B%<%D=3/%1&#1=/%?#<E$%"$%2B/%J&123#/%C3#0<1/%<$?%"$/C%EB/#/%
C-<==+%-3=2&1"="#/?%?"2C%CJ#/<?%"32%=&@/%#<&$?#"JC%B&22&$A%<%E&$?"EI%^/>/#<A&$A%2B/%J#"J/#2&/C%"0%
E<2/#PD<C/?%J/$C%<$?%<1#;=&1%J<&$2Cf<=="E&$A%2B/%=&$/C%<$?%?"2C%2"%D=3#%&$%J=<1/C%<$?%C/=/12&>/=;%
-&e&$A%1"="#CfB/#%?"2C%<$?%=&$/C%/>"@/%<$%">/#<==%0<$2<C2&1<=%<2-"CJB/#/I%
,%$"2<D=/%J#"d/12%CB/%J<#2&1&J<2/?%&$%&C%2B/%"50?@!A);):!8:/!B:)C%D/>!`GaGGcI

※土橋美穂の作品は全て株式会社nullus蔵
　All of TSUCHIHASHI Miho’s works are in the collection of nullus Inc..

1971年  東京都生まれ
土橋  美穂

土橋美穂は、養護学校卒業後、民間企業や複数の福祉事業所で就労した。現在は、株式会
社nullusが運営している自家焙煎のコーヒー店「８-１８」（神奈川県相模原市）で創作活動
を続けている。土橋は、店舗で接客をしながら、奥のアトリエで絵を描いている。元々は、
ビーズでアクセサリーを作ることが好きだった。絵を描くようになったのは、８-１８のスタッ
フに勧められてからだ。土橋にとって絵を描くことは、日々の生活に無くてはならないもの
となっている。土橋は、水性ペンやアクリル絵の具を使って、抽象的な作品や動物を題材と
した作品を制作している。本展には、画面に青い円を描いた作品や、色とりどりの小さな点
が、窓に打ち付ける雨粒のように広がる作品などを出展している。それらの点や線は、水性
ペンやアクリル絵の具の特性を利用し、ところどころ滲ませたり、色を部分的に混ぜたりす
ることで、全体に幻想的な雰囲気を漂わせている。
代表的な参加プロジェクトとして、「SDGs Color art project」（2022年）がある。

つちはし　みほ

はちいちはち

!"#-$%$'"$%(&./*( !"#$%&$%'(g'+%4"@;"
5-1   無心  2020年 No-Mindedness 2020

5-2   無心  2020年 No-Mindedness 2020
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5-3   無心  2020年 No-Mindedness 2020 5-5   無心  2021年 No-Mindedness 2021

5-4   無心  2021年 No-Mindedness 2021 5-6   無心  2021年 No-Mindedness 2021
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5-7   無心  2021年 No-Mindedness 2021 5-9   色  々 2022年 Various Colors 2022

5-8   無心  2021年 No-Mindedness 2021 5-10   色  々 2022年 Various Colors 2022
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1992年  静岡県生まれ
松井  瑛美

松井瑛美は、静岡県で生まれ、2002年に父親の転勤に伴い大分県に移住した。高校２年生
の頃に地元の絵画教室に通い始めたことがきっかけで、絵を描くようになった。好きな絵を
自由に描くことができる環境の中で、その個性が開花していった。花や果物などの身近な
題材を、アクリル絵の具や水彩絵の具、色鉛筆を使って、自由な色と形で表現している。大
きな丸を描いて表したアジサイの花には、黒い格子状の線を引き、マスの中に絵の具を
塗っていく。背景に水色の線を加えると、雨の中で花開くアジサイにも見える。松井の絵に
描かれた、ぶどう、みかん、かぼちゃ、バラなどのモチーフは、自らの意思で動き出したよう
な、不思議な揺らぎを感じさせる。現在は、週に５日、福祉事業所等で働きながら絵画の制
作を続けている。これまでに制作した絵画は600点を超えており、忙しい日々を送るなかで
も、創作に対する集中力と熱意は変わらない。
代表的な参加展覧会として、「第4回 日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS 公募展」（2022
年、Bunkamura Gallery / Wall Galleryほか）などがある。

まつい　えみ

&'!"#%(01. !"#$%&$%'((G+%5B&h3"@<%.#/0/123#/

9,4568%Z-&%E<C%D"#$%&$%5B&h3"@<%.#/0/123#/%<$?%-">/?%2"%W&2<%.#/0/123#/%&$%GaaG%?3/%2"%B/#%
0<2B/#UC%d"D%2#<$C0/#I%5B/%D/A<$%J<&$2&$A%<T/#%d"&$&$A%<%="1<=%<#2%1=<CC%EB&=/%&$%2B/%''2B%A#<?/I%8$%
2B&C%/$>&#"$-/$2%2B<2%/$1"3#<A/?%0#//%/eJ#/CC&"$+%B/#%3$&R3/%C2;=/%D="CC"-/?I%9,4568%3C/C%
<1#;=&1%J<&$2+%E<2/#1"="#C+%<$?%1"="#/?%J/$1&=C%2"%?/J&12%0<-&=&<#%C3Dd/12C%=&@/%_"E/#C%<$?%0#3&2C%&$%
EB<2/>/#%1"="#C%<$?%0"#-C%CB/%=&@/CI%8$%B/#%?/J&12&"$C%"0%B;?#<$A/<%_"E/#C+%#/J#/C/$2/?%D;%=<#A/%
1&#1=/C+%CB/%?#<EC%D=<1@%A#&?=&$/C%<$?%Q==C%2B/-%E&2B%J<&$2C%&$%<%1B/1@/#/?%J<22/#$I%,??&$A%=&AB2%
D=3/%=&$/C%&$%2B/%D<1@A#"3$?%A&>/C%2B/%&-J#/CC&"$%"0%B;?#<$A/<C%D=""-&$A%&$%2B/%#<&$I%4B/%-"2&0C%
&$%9,4568UC%J<&$2&$ACfA#<J/C+%2<$A/#&$/C+%J3-J@&$C+%#"C/C+%/21IfC//-%2"%J"CC/CC%<%-;C2/#&"3C%
CB&--/#&$A+%<C%&0%2B/;%B<>/%D/A3$%2"%-">/%"0%2B/&#%"E$%<11"#?I%F3##/$2=;+%9,4568%E"#@C%Q>/%
?<;C%<%E//@+%&$1=3?&$A%<2%<%E/=0<#/%0<1&=&2;+%EB&=/%1"$2&$3&$A%B/#%<#2&C2&1%J#<12&1/I%5B/%B<C%1#/<2/?%
">/#%*aa%J<&$2&$AC%2"%?<2/+%-<&$2<&$&$A%B/#%0"13C%<$?%J<CC&"$%0"#%1#/<2&"$%?/CJ&2/%<%D3C;%
C1B/?3=/I%
7/#%E"#@%B<C%D//$%0/<23#/?%&$%/eB&D&2&"$C%&$1=3?&$A!"#$%!&'(()*!+),*-./')*!0123451#6!1&!#73!
84#5!#$%!E/$!1*/%:*./')*.;!8:/!3<$'='/')*>%`GaGG+%!3$@<-3#<%X<==/#;%b%[<==%X<==/#;%<$?%
/=C/EB/#/cI

※松井瑛美の作品は全て作家蔵
　All of MATSUI Emi’s works are in the collection of the artist.

6-1   伝説の紫色の謎のフルーツ  制作年不詳 Legendary Purple Mystery Fruit Date unknown
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6-2   アジサイ  制作年不詳 Hydrangea Date unknown

6-3   ラ・フランス  制作年不詳 La France Pear Date unknown

6-5   ぶどう  制作年不詳 Grapes Date unknown

6-4   かぼちゃ１  2019年頃 Pumpkin1 ca.2019

6-6   みかん2  制作年不詳 Mandarin Orange2 Date unknown
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6-7
彼岸花  2015-16年頃
Red Spider Lily ca.2015-16

6-8
無題　制作年不詳
Untitled Date unknown

6-9
無題   制作年不詳
Untitled Date unknown

6-10
薔薇  制作年不詳
Rose Date unknown
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!"#"$%!&'(%)*+',-%(.%/010.,2,%101,+340'(.56%7+,08(.5%1*2870+-2%0.-%9&2(.,22%70+-26%9,:*+,%
8&+.(.5%8*%10(.8(.5%0+*&.-%;<=;>%?@,.%9,5(..(.5%0%.,)%1(,7,6%@,%2,A,782%7*A*+,-%90AA%1,.2%)(8@%
8@,%022(280.7,%*:%280B%08%C0)05&7@(%D&.%E*&2,6%8@,%),A:0+,%:07(A(8F%@,%088,.-2>%G.7,%:07(.5%8@,%
1(78&+,%2&+:07,6%@,%9,7*4,2%,.8(+,AF%092*+9,-%(.%@(2%)*+'6%-+0)(.5%)(8@*&8%7*.7,+.%:*+%@(2%
2&++*&.-(.52>%E,%,H8,.-2%A(.,2%I,+8(70AAF%0.-%@*+(J*.80AAF%*I,+%)@(8,%-+0)(.5%101,+6%I(5*+*&2AF%
KAA(.5%,07@%+,2&A8(.5%2L&0+,%)(8@%9*A-%28+*',2%(.%*+0.5,6%5+,,.6%1(.'6%0.-%A(5@8%9A&,>%?(8@(.%8@,2,6%
@,%0--2%7(+7A,26%@,0+826%0.-%24(A(.5%:07,2M1,+@012%-,1(78(.5%@(2%:,AA*)%0+8(282%08%@(2%28&-(*>%
!"#"$%A*I,2%4&2(7%0.-%*N,.%10(.82%)@(A,%A(28,.(.5%8*%2*.52%1A0F(.5%(.%8@,%)*+'+**46%2*4,8(4,2%
&.7*.27(*&2AF%@&44(.5%0A*.5%02%@,%-+0)2%)(8@%@(2%90AA1*(.8%1,.2>
%E(2%0+8%@02%9,,.%:,08&+,-%(.%,H@(9(8(*.2%2&7@%02%!"#$%&'(#)*)+,-.%/01&),2)%,3425,6,78*%,9#'&/,
$&:%,;#),9#$%&'(#)*)+,*)%<=%O;<=P6%Q!RS%Q"TTSR!U>

1985年 埼玉県生まれ
箭内  裕樹

箭内裕樹は、ハガキや名刺を作る和紙作りの仕事をしていたが、2012年頃から絵を描くよ
うになった。絵を描き始めるときは、所属する福祉施設「川口太陽の家」のスタッフと一緒
に、好きな色のボールペンを選ぶ。画面に向かうと、まわりを気にせず一心不乱にペンを走
らせていく。白い画用紙の上に、縦横に線を伸ばし、四角く区切られたそれぞれのマスを、
オレンジ・緑・ピンク・水色の線で、力強く塗りつぶす。その中に、丸やハート、笑顔の人物を
描いていく。その様子は、工房で一緒に創作を続ける仲間たちを描いたものなのだろう
か。箭内は、音楽が好きで、作業室に流れている曲を聴きながら絵を描くこともある。そんな
ときは、思わず鼻歌を歌いながらボールペンを走らせる。
代表的な参加展覧会として、「現代 アウトサイダーアート リアル―現代美術の先にあるも
の―」（2019年、GYRE GALLERY）などがある。

やない　ゆうき

!"#"$%!&'( V*+.%(.%=PWX6%D0(8040%Y+,:,78&+,

7-1   Untitled  2018年 Untitled 2018

7-2   Untitled  制作年不詳 Untitled Date Unknown

※箭内裕樹の作品は全て社会福祉法人みぬま福祉会 工房集蔵
　All of YANAI Yuki’s works are in the collection of Kobo-Syu50 51



7-6   Untitled  2024年 Untitled 2024

7-3   Untitled  制作年不詳 Untitled Date Unknown

7-4   Untitled  制作年不詳 Untitled Date Unknown

7-5   Untitled  制作年不詳 Untitled Date Unknown
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7-7   Untitled  2018年 Untitled 2018 7-9   Untitled  2019年 Untitled 2019

7-10   Untitled  2015年 Untitled 20157-8   Untitled  制作年不詳 Untitled Date Unknown
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各会場風景



渋谷会場　展示室１
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渋谷会場　展示室 2
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葛飾会場
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三鷹会場
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大島町にて出張イベントを実施した。前半は、展覧会担当学芸員がアール・ブリュットについて紹介し
た。後半は、第1会場（渋谷）とオンラインでつなぎ、ゲスト・キュレーターのエドワード・Ｍ・ゴメズ氏と学
芸員が、展示の様子や作品について解説し、参加者との対話も行われた。イベント会場では、出展作品
のパネル展示を行った。

日時／2024年11月16日（土） 11:00-12:00
会場／大島町開発総合センター（大島町役場）大集会室  
主催／東京都、東京都渋谷公園通りギャラリー（公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都現代美術館）
協力／大島町 

出張イベント トーク＆オンライン・ツアー
ゲスト・キュレーターのエドワード・Ｍ・ゴメズ氏が、本展の概要や出展作家と作品についての詳しい解
説を行った。アール・ブリュットについての説明も行われ、初めてアール・ブリュット作品に触れる参加者
にとっても、作家や作品をより身近に感じられる機会となった。
日時／2024年9月28日（土） 14:00-15:00
会場／東京都渋谷公園通りギャラリー　展示室１・２
出演／エドワード・Ｍ・ゴメズ（本展ゲスト・キュレーター）
手話通訳／瀬戸口裕子、山崎薫

オープニングギャラリーツアー［手話通訳付き］

エドワード・M・ゴメズ氏が講師となり、段ボール、アクリル絵の具、クレヨン、ペンなどを使って、「抽象」
をテーマに作品を制作した。小学生とその保護者を中心とした参加者は、自由に「抽象」をテーマにした
作品を制作した。作品の制作を通して講師と参加者同士のコミュニケーションが生まれ、創作する喜び
を共有する場となった。
日時／2024年10月13日（日） 14:00-16:00
会場／東京都渋谷公園通りギャラリー　交流スペース
講師／エドワード・M・ゴメズ

子どものための造形ワークショップ
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エドワード・M・ゴメズ氏と、会場構成を担当したアトリエ・ワンの塚本由晴氏を招き、対談形式のトーク
イベントを行い、本展の出展作品と展示空間のコンセプトについて詳しく解説した。また、それぞれの視
点から「日本のアール・ブリュットの魅力」、「展示空間とアクセシビリティ」等についても語られた。
日時：2024年10月26日 (土) 17:00-18:30
会場：東京都渋谷公園通りギャラリー　交流スペース
出演：エドワード・Ｍ・ゴメズ、塚本由晴（アトリエ・ワン、東京科学大学大学院 教授） 
手話通訳：瀬戸口裕子、山崎薫

トークイベント ［手話通訳付き］

［手話通訳付き］
担当学芸員が進行を行い、出展作家やその関係者による話を中心に、作品や作家の制作について紹介
した。参加者からの質問に答える場面もあり、作品の制作背景や、具体的な制作方法などを知る貴重な
機会となった。
①日時／2024年11月2日（土） 14:00-15:00　
会場／東京都渋谷公園通りギャラリー　展示室１・２
ゲスト／柴田鋭一（出展作家）と関係者、對馬考哉（出展作家）、箭内裕樹（出展作家）と関係者
手話通訳／小徳良枝、山崎薫
②日時／2024年11月3日（日） 14:00-15:00
会場／東京都渋谷公園通りギャラリー　展示室１・２
ゲスト／伊藤駿 （出展作家）と関係者、土橋美穂（出展作家）と関係者、松井瑛美（出展作家）と関係者
手話通訳／小徳良枝、山崎薫

アーティスト・トーク

出展作品から３点を選び、触図を用いて視覚障害のある方 と々鑑賞した。実物大の絵を模した触図やモ
チーフを立体化した触図、参加者一人一人が同時に触ることのできるように複数用意した触図で、触る
体験の流れに変化を与える工夫をした。わかりにくい抽象表現に対して、参加者それぞれの触覚や記
憶という個別かつ具体的な経験が駆使されることで鑑賞が深まった。

日時／2024年11月10日（日）　10:00-11:30
会場／東京都渋谷公園通りギャラリー 
　　　展示室1、2、交流スペース
協力／一般社団法人タップタップラボ、川村真也

視覚障害のある方のための触図をつかった鑑賞ツアー

分身ロボット「OriHime」を用いて、オンラインでの参加者と会場の参加者が対話しながら、作品を鑑賞
した。「OriHime」の存在によって、どうにか伝えたい、受け取りたいという気持ちが沸き立ち、コミュニ
ケーションが活発化していた。オンラインによる情報伝達につきものの「手ごたえの感じにくさ」を克服す
る鑑賞の機会となった。
［一般応募］
日時／2024年12月1日（日）　14:00-15:00／16:30-17:30
会場／東京都渋谷公園通りギャラリー　展示室1、2およびオンライン
［福祉施設］
●日時／2024年11月25日（月）　10:30-11:30
参加施設／社会福祉法人武蔵野会 リアン文京
●日時／2024年11月25日（月）　13:30-14:30
参加施設／社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 豊島区立目白生活実習所および同分室ぷらす
方法／オンライン
協力／一般社団法人タップタップラボ、con*tio

分身ロボット「OriHime」とまわる鑑賞ツアー
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あったため別の人物を描いた。その二人の様子が
友達のように見えたことから、このタイトルを付けた
という。《肯定》（図版4-9）という作品では、無数の
「肯定」という文字を、画面の左下から煙が湧き上が
るように記している。その文字の間には、初めて病院
で診察を受けた頃から現在までの経緯を記してい
る。そこには、「何故こんな目に遭うのか」という切実
な思いや、「絵を描くのはとても楽しいです」という
制作の喜びなどがつづられている。自らが感じる
「自分だけど自分ではない」違和感を、落語の演目
である「頭山」に例えて表現している点も注目され
る。
　土橋美穂が本展に出展した作品は《無心》と
《色々》というタイトルのシリーズである。《無心》(図
版5-1～3)は和紙、《無心》(5-4～8)はA4のコピー用
紙に描かれている。土橋の作品は即興的に描かれ
るが、自らの目指す表現に適切な技法を用いてい
る。《無心》(図版5-1～3)は、直線、円、点を水性ペン
で描いた後、水を垂らして線をにじませることで、画
面の外への広がりを生みだしている。また、《無心》
(図版5-6)の中心部分に表れた四角は、絵具を含ま
せたメラミンスポンジをスタンプのように用いて表
現し、外側に描いた柔らかな線との対比を効果的に
演出している。《色々》 (図版5-10)では、先に塗った
絵の具が乾かないうちに、異なる濃度や色の絵の
具を加える「たらしこみ」の技法を用いて、植物のよ
うな有機的な線を表情豊かに表現している。
　松井瑛美が通う絵画教室では、とくに技術的な指
導は行われず、自由に描ける空間が用意されてい
る。週1回、約1時間半の教室の中で、用意された果
物や花などのモチーフを観察しながら、F6のスケッ
チブックに1枚の作品を描きあげる。まず、油性ペン
でモチーフの輪郭を描き、水彩絵の具、アクリル絵
の具等を用いて、中心のモチーフから背景へと色を
重ねていく。タイトルは本人が付ける場合もあり、本
展の出展作品では、《伝説の紫色の謎のフルーツ》

(図版6-1)がそれにあたる。松井は中心となるモ
チーフの背景に、短い線や小さい点などを繰り返し
描くことが多い。一定の規則性を持ちながらも、それ
ぞれ自由な位置にちりばめられた線や点の動きは、
作品全体に心地よい揺れを生み出している。
　箭内裕樹の出展作品10点は、全てジェルインクの
ボールペンを使って描かれている。印刷では色の再
現が難しいが、《Unti t led》(図版7-3)の黄色、
《Untitled》(図版7-5)のオレンジ色は蛍光色を使用
している。また、《Untit led》(図版7-5)の緑色、
《Untitled》(図版7-10)のピンク色、紫色はメタリッ
クな色を使用し、《Untitled》(図版7-6、7)の黄土色と
灰色に見える部分は金色と銀色を使用している。こ
れらのメタリックな色は、作品を見る角度と照明に
より異なる輝きを見せる。それぞれの作品には、笑
顔の人物や丸やハート形が所々に描かれている。子
細に作品を観察すると、一部はボールペンの筆圧に
より紙の表面が破れており、箭内の表現への強い思
いを感じ取ることができる。

　以上7名の作品は、迷宮をめぐるような鑑賞体験
を生み出す展示空間の中で、それぞれの魅力を発
揮した。この展示空間は、会場構成を担当したアトリ
エ・ワンが出展作品や作家を取り巻く環境への調査
を基に生み出したものである。関連イベントでは、
トークイベントや子どもを対象とした造形ワーク
ショップ等を実施し、アール・ブリュットの魅力を
様々な角度から体験する機会を提供した。また、昨
年度に引き続き「分身ロボット『OriHime（オリヒ
メ）』とまわる鑑賞ツアー」や「視覚障害のある方の
ための触図をつかった鑑賞ツアー」を開催し、誰も
が利用しやすいギャラリーを目指すプログラムの実
施と、その改善に継続して取り組んだ。本展での試
みが、より多くの方々がアール・ブリュットの魅力を
知る機会となるとともに、本分野が今後さらに発展し
ていく契機となることを期待したい。

アール・ブリュット2024巡回展
「抽象のラビリンス -夢みる色と形-」をふりかえる
秋間 敬代（東京都渋谷公園通りギャラリー 学芸員）

　本展は、アール・ブリュットの魅力を東京都内で広
く紹介することを目的として、東京都と東京都渋谷
公園通りギャラリーが主催する事業である。2024年
9月28日に東京都渋谷公園通りギャラリーで開幕
し、11月16日には、大島町開発総合センター（大島
町役場）大集会室にて出張イベントを開催した。その
後、かつしかシンフォニーヒルズ・ギャラリー（2025
年1月17日～1月26日）、三鷹市芸術文化センター・
美術展示室（1月31日～2月12日）に巡回し、都内３
区市町の協力を得た本展は全会期を閉幕した。

　今回、都内を巡回する展覧会が5回目を迎えたこ
とを機に、本分野の研究家として国際的に活躍する
エドワード・M・ゴメズ氏をゲスト・キュレーターに招
き、新たな視点で日本のアール・ブリュットを捉えた
展覧会の開催を試みた。国内外での展示歴を有す
る作家から新たにその創造性が注目される作家ま
で、多様な作家が出展したことが特徴である。出展
作家は、伊藤駿、ガタロ、柴田鋭一、對馬考哉、土橋
美穂、松井瑛美、箭内裕樹の7名。いずれも専門的な
美術教育を受けることなく、自らの表現を模索し、開
花させた。本展は、アール・ブリュットにおける〈抽
象〉の表現に注目した展覧会である。テーマの詳細
については、本カタログのエドワード・M・ゴメズ氏
の論考(6～9頁)を参照されたい。本稿では、各作家
の作品と制作について、調査等から得られた情報を
記していく。
　伊藤駿は、画材の中でも特に木炭を好んで使用し
ている。《鶴》(図版1-7)、《ギター》(図版1-8)の裏面
には、制作の際に参考にした写真が貼られている。
制作の際には、このような写真や図鑑等を参照する
こともあれば、実際に動物園や水族館に行き、その
感動を基に描き始めることもあるという。一般的に
木炭を用いる際には、指や手のひら、ガーゼなどを

使用して木炭紙の凹凸に木炭を入れ込み、定着させ
ることで、濃淡や奥行きを表現することが多い。伊藤
の作品では、部分的に手によるぼかしが加えられて
いるが、基本的には木炭を強く表面にのせたままの
部分が多く、その黒々とした色調が作品全体に力強
さを与えている。
　ガタロは2018年の4月から雑巾の連作を描き続
けている。《雑巾の譜》と名付けられたこの連作で
は、プリントの裏紙（図版2-15）、貼り合わせた紙 
(図版2-1、21、26、27、29以上裏面)など、スケッチ
ブックの他にも様々な紙を用いている。また、裏面に
絵を描いた作品(図版2-1裏面：人物、図版2-6裏面：
人物、図版2-7裏面：人物、図版2-9裏面：１万円札)、
日記や心情を記した作品（図版2-12～14、16、17、
20、27、29以上裏面）もある。なかでも「三月も／半
ばです／桜も咲き初め／ました／風以前つめたい
／雑巾かく／2018 3/22」(図版2-17裏面)という文
章を読むと、雑巾を描き続けるガタロの生活が、眼
前に浮かんでくるようである。
　柴田鋭一は、《せっけんのせ》と呼ばれるシリーズ
を描き続けている。画用紙にボールペン、色鉛筆、
マーカー等で描いた作品に加え、近年はキャンバス
にボールペンで描くことを特に好んでいるという（図
版3-7、8、10）。泡や植物の蔓のような曲線を勢い良
く描き、その線の上や間に大小の丸や四角を自由に
描いている。それらの要素は、その勢いに反して画
面の外に飛び出すことはない。勢いのある線は、あ
たかも水槽の中をただようように、画面の端まで到
達すると画面の縁や中央に向かって進んでいくので
ある。内と外に向かうエネルギーが同居している点
が、作品の魅力の一つになっている。
　對馬考哉は、その時々に感じたことを短時間で即
興的に描いていく。《友達》（図版4-5）では、最初に
向かって左の人物を描いたところ、右側に余白が

音声ガイド、展示作品やコンセプトを親しみやすい音声で紹介
出演／早見沙織（声優・アーティスト）

鑑賞ガイド［全会場］

やさしい日本語を用いた文章やイラスト入りで展覧会のテーマや作家を紹介
イラスト／浅野アンナ
デザイン／吉野敏充デザイン事務所
テキスト・編集／東京都渋谷公園通りギャラリー

まめガイド

つる

ママ
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あったため別の人物を描いた。その二人の様子が
友達のように見えたことから、このタイトルを付けた
という。《肯定》（図版4-9）という作品では、無数の
「肯定」という文字を、画面の左下から煙が湧き上が
るように記している。その文字の間には、初めて病院
で診察を受けた頃から現在までの経緯を記してい
る。そこには、「何故こんな目に遭うのか」という切実
な思いや、「絵を描くのはとても楽しいです」という
制作の喜びなどがつづられている。自らが感じる
「自分だけど自分ではない」違和感を、落語の演目
である「頭山」に例えて表現している点も注目され
る。
　土橋美穂が本展に出展した作品は《無心》と
《色々》というタイトルのシリーズである。《無心》(図
版5-1～3)は和紙、《無心》(5-4～8)はA4のコピー用
紙に描かれている。土橋の作品は即興的に描かれ
るが、自らの目指す表現に適切な技法を用いてい
る。《無心》(図版5-1～3)は、直線、円、点を水性ペン
で描いた後、水を垂らして線をにじませることで、画
面の外への広がりを生みだしている。また、《無心》
(図版5-6)の中心部分に表れた四角は、絵具を含ま
せたメラミンスポンジをスタンプのように用いて表
現し、外側に描いた柔らかな線との対比を効果的に
演出している。《色々》 (図版5-10)では、先に塗った
絵の具が乾かないうちに、異なる濃度や色の絵の
具を加える「たらしこみ」の技法を用いて、植物のよ
うな有機的な線を表情豊かに表現している。
　松井瑛美が通う絵画教室では、とくに技術的な指
導は行われず、自由に描ける空間が用意されてい
る。週1回、約1時間半の教室の中で、用意された果
物や花などのモチーフを観察しながら、F6のスケッ
チブックに1枚の作品を描きあげる。まず、油性ペン
でモチーフの輪郭を描き、水彩絵の具、アクリル絵
の具等を用いて、中心のモチーフから背景へと色を
重ねていく。タイトルは本人が付ける場合もあり、本
展の出展作品では、《伝説の紫色の謎のフルーツ》

(図版6-1)がそれにあたる。松井は中心となるモ
チーフの背景に、短い線や小さい点などを繰り返し
描くことが多い。一定の規則性を持ちながらも、それ
ぞれ自由な位置にちりばめられた線や点の動きは、
作品全体に心地よい揺れを生み出している。
　箭内裕樹の出展作品10点は、全てジェルインクの
ボールペンを使って描かれている。印刷では色の再
現が難しいが、《Unti t led》(図版7-3)の黄色、
《Untitled》(図版7-5)のオレンジ色は蛍光色を使用
している。また、《Untit led》(図版7-5)の緑色、
《Untitled》(図版7-10)のピンク色、紫色はメタリッ
クな色を使用し、《Untitled》(図版7-6、7)の黄土色と
灰色に見える部分は金色と銀色を使用している。こ
れらのメタリックな色は、作品を見る角度と照明に
より異なる輝きを見せる。それぞれの作品には、笑
顔の人物や丸やハート形が所々に描かれている。子
細に作品を観察すると、一部はボールペンの筆圧に
より紙の表面が破れており、箭内の表現への強い思
いを感じ取ることができる。

　以上7名の作品は、迷宮をめぐるような鑑賞体験
を生み出す展示空間の中で、それぞれの魅力を発
揮した。この展示空間は、会場構成を担当したアトリ
エ・ワンが出展作品や作家を取り巻く環境への調査
を基に生み出したものである。関連イベントでは、
トークイベントや子どもを対象とした造形ワーク
ショップ等を実施し、アール・ブリュットの魅力を
様々な角度から体験する機会を提供した。また、昨
年度に引き続き「分身ロボット『OriHime（オリヒ
メ）』とまわる鑑賞ツアー」や「視覚障害のある方の
ための触図をつかった鑑賞ツアー」を開催し、誰も
が利用しやすいギャラリーを目指すプログラムの実
施と、その改善に継続して取り組んだ。本展での試
みが、より多くの方々がアール・ブリュットの魅力を
知る機会となるとともに、本分野が今後さらに発展し
ていく契機となることを期待したい。

　本展は、アール・ブリュットの魅力を東京都内で広
く紹介することを目的として、東京都と東京都渋谷
公園通りギャラリーが主催する事業である。2024年
9月28日に東京都渋谷公園通りギャラリーで開幕
し、11月16日には、大島町開発総合センター（大島
町役場）大集会室にて出張イベントを開催した。その
後、かつしかシンフォニーヒルズ・ギャラリー（2025
年1月17日～1月26日）、三鷹市芸術文化センター・
美術展示室（1月31日～2月12日）に巡回し、都内３
区市町の協力を得た本展は全会期を閉幕した。

　今回、都内を巡回する展覧会が5回目を迎えたこ
とを機に、本分野の研究家として国際的に活躍する
エドワード・M・ゴメズ氏をゲスト・キュレーターに招
き、新たな視点で日本のアール・ブリュットを捉えた
展覧会の開催を試みた。国内外での展示歴を有す
る作家から新たにその創造性が注目される作家ま
で、多様な作家が出展したことが特徴である。出展
作家は、伊藤駿、ガタロ、柴田鋭一、對馬考哉、土橋
美穂、松井瑛美、箭内裕樹の7名。いずれも専門的な
美術教育を受けることなく、自らの表現を模索し、開
花させた。本展は、アール・ブリュットにおける〈抽
象〉の表現に注目した展覧会である。テーマの詳細
については、本カタログのエドワード・M・ゴメズ氏
の論考(6～9頁)を参照されたい。本稿では、各作家
の作品と制作について、調査等から得られた情報を
記していく。
　伊藤駿は、画材の中でも特に木炭を好んで使用し
ている。《鶴》(図版1-7)、《ギター》(図版1-8)の裏面
には、制作の際に参考にした写真が貼られている。
制作の際には、このような写真や図鑑等を参照する
こともあれば、実際に動物園や水族館に行き、その
感動を基に描き始めることもあるという。一般的に
木炭を用いる際には、指や手のひら、ガーゼなどを

使用して木炭紙の凹凸に木炭を入れ込み、定着させ
ることで、濃淡や奥行きを表現することが多い。伊藤
の作品では、部分的に手によるぼかしが加えられて
いるが、基本的には木炭を強く表面にのせたままの
部分が多く、その黒々とした色調が作品全体に力強
さを与えている。
　ガタロは2018年の4月から雑巾の連作を描き続
けている。《雑巾の譜》と名付けられたこの連作で
は、プリントの裏紙（図版2-15）、貼り合わせた紙 
(図版2-1、21、26、27、29以上裏面)など、スケッチ
ブックの他にも様々な紙を用いている。また、裏面に
絵を描いた作品(図版2-1裏面：人物、図版2-6裏面：
人物、図版2-7裏面：人物、図版2-9裏面：１万円札)、
日記や心情を記した作品（図版2-12～14、16、17、
20、27、29以上裏面）もある。なかでも「三月も／半
ばです／桜も咲き初め／ました／風以前つめたい
／雑巾かく／2018 3/22」(図版2-17裏面)という文
章を読むと、雑巾を描き続けるガタロの生活が、眼
前に浮かんでくるようである。
　柴田鋭一は、《せっけんのせ》と呼ばれるシリーズ
を描き続けている。画用紙にボールペン、色鉛筆、
マーカー等で描いた作品に加え、近年はキャンバス
にボールペンで描くことを特に好んでいるという（図
版3-7、8、10）。泡や植物の蔓のような曲線を勢い良
く描き、その線の上や間に大小の丸や四角を自由に
描いている。それらの要素は、その勢いに反して画
面の外に飛び出すことはない。勢いのある線は、あ
たかも水槽の中をただようように、画面の端まで到
達すると画面の縁や中央に向かって進んでいくので
ある。内と外に向かうエネルギーが同居している点
が、作品の魅力の一つになっている。
　對馬考哉は、その時々に感じたことを短時間で即
興的に描いていく。《友達》（図版4-5）では、最初に
向かって左の人物を描いたところ、右側に余白が

作品リスト

1-1 ウシガエル 2022年 木炭、紙 50×65 特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園
特定非営利活動法人 希望の園

1-2 キングコブラ 2023年 木炭、木炭紙 50×65
1-3 マンモス 2022年 木炭、木炭紙 50.3×65.6
1-4 アメリカザリガニ 2022年 木炭、木炭紙 50.5×65.4
1-5 戦う司会者 2022年 木炭、木炭紙 50.5×65.6
1-6 ベニクラゲ 2023年 木炭、紙 50×65
1-7 鶴 2022年 木炭、紙 50×65
1-8 ギター 2021~2022年 木炭、紙 50×65
1-9 豹 2022年 木炭、紙 50×65
1-10 マンボウ 2022年 木炭、紙 50×65

伊藤 駿

ガタロ
雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜

2018年 鉛筆、ボールペン、紙 20.4×24.4 クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

2019年 鉛筆、色鉛筆、紙 18.3×24.2
2018年 鉛筆、紙 20.6×26.2
2018年 色鉛筆、紙 20.5×27.4

2018年 鉛筆、パステル、
油性ペン、紙 19.3×24.5

2-6 2018年 油性ペン、色鉛筆、
水彩絵の具、紙 19.3×24.3

2-7 2018年 油性ペン、鉛筆、
アクリル絵の具、紙 19.3×24.4

2-8 2018年 色鉛筆、油性ペン、紙 20.4×27.4
2-9 2018年 水彩絵の具、紙 19.4×24.4

2019年 鉛筆、紙 16.5×24.3
2018年 鉛筆、水彩絵の具、紙 19.7×24.6

2018年 鉛筆、ボールペン、
水彩絵の具、紙
鉛筆、ボールペン、
水彩絵の具、紙

19.7×24.8

2018年 19.5×24.3

2018年 ボールペン、アクリル絵の
具、水彩絵の具、紙 21.0×27.6

2018年 ボールペン、紙 19.3×24.6
2018年 鉛筆、クレヨン、紙 21.2 ×27.1
2018年 鉛筆、アクリル絵の具、紙 20.0×25.1
2019年 クレヨン、鉛筆、紙 20.4×24.3

2018年 鉛筆、ボールペン、
アクリル絵の具、紙 19.5×24.1

2018年 鉛筆、紙 20.3×26.2

2-10
2-11

2-12

2-13

2-14

2-15
2-16
2-17
2-18

2-19

2-20

2-1
2-2
2-3
2-4

2-5

雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜

クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）

2019年
2018年 鉛筆、紙
2018年 鉛筆、紙

2018年 鉛筆、アクリル絵の具、
紙 20.2×25.52-21

2019年 色鉛筆、紙 18.4×24.42-22
クレヨン、鉛筆、紙 15.7×24.42-23

19.4×24.72-24
19.3×24.32-25

あたまやま
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3-1 せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

せっけんのせ

2000年 水彩絵の具、クレヨン、紙 36.4×51.3

3-2 2006年 水性マーカー、紙 38.3×54.3

社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集

社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集
社会福祉法人みぬま福祉会
工房集

3-3 2010年 ボールペン、紙 38.4×54.3

3-4 2011年 色鉛筆、紙 38.4×54.4

3-5 1998年頃 クレヨン、水彩絵の具、紙 36.4×51.3

3-6 制作年不詳 水性マーカー、紙

水性マーカー、紙

38.4×54.4

3-7 2021年 ボールペン、キャンバス

ボールペン、キャンバス

ボールペン、キャンバス

45.5×52.8

3-8 制作年不詳 53.0×45.5

3-9 2004年 38.3×54.3

3-10 2016年 45.4×38.0

柴田 鋭一

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

4-6

4-7

4-8

4-9

4-10

5-1 無心
無心
無心

2020年 25.3×36.2水性ペン、紙 株式会社nullus
株式会社nullus
株式会社nullus

株式会社nullus
株式会社nullus
株式会社nullus
株式会社nullus
株式会社nullus
株式会社nullus
株式会社nullus

5-2 2020年 水性ペン、紙
水性ペン、紙

25.2×35.8
5-3 2020年 25.4×36.2

5-4 無心
無心
無心
無心
無心

2021年 21×29.5
5-5

アクリル絵の具、紙
アクリル絵の具、紙
アクリル絵の具、紙
アクリル絵の具、紙
アクリル絵の具、紙
アクリル絵の具、紙

21×29.5
5-6

アクリル絵の具、色鉛筆、紙

21×29.5
5-7 20.8×29.5
5-8 21×29.6
5-9 色々

色々
39.4×54.4

5-10 36×54

ウクライナ侵攻 2022年 水性マーカー、厚紙 51.5×73 平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど
平川市地域活動支援センター
おらんど

FORGIVE 2024年 クレヨン、水性マーカー、
アクリル絵具、ボール紙
鉛筆、ボールペン、
クレヨン、厚紙

56×67

BOW 2024年 56×67
NOTHING
（BUT THE SKY） 2022年頃 鉛筆、クレヨン、厚紙 51.5×73

友達 2020年 クレヨン、紙

クレヨン、紙

29.7×42.2

葱 2020年頃

ボールペン、木工用
ボンド、紙、ボール紙

29.8×21

軍鶏 2023年 鉛筆、ボールペン、クレヨ
ン、アクリル絵の具、厚紙

ボールペン、紙

鉛筆、クレヨン、厚紙

38.2×54.1

無題 2012年 33.3×24.2

肯定 2024年 67×56

無題 2020年 42.2×29.3

對馬 考哉

7-1

7-2

7-3

7-4

7-5

7-6

7-7

7-8

7-9

7-10

2018年

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

ボールペン、紙

2019年

2015年

Untitled

Untitled

Untitled

Untitled

Untitled

Untitled

Untitled

Untitled

Untitled

Untitled

2018年 38.5×54.3

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

38.4×54.3

38.4×54.3

38.4×54.3

38.4×54.3

2024年 27.1×38.4

38.4×54.3

38.4×54.4

38.4×54.3

38×54

箭内 裕樹

6-1 伝説の紫色の謎の
フルーツ 制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

制作年不詳

水彩色鉛筆、油性ペン、
紙 作家蔵

作家蔵

作家蔵

作家蔵

作家蔵

作家蔵

作家蔵

作家蔵

作家蔵

作家蔵

40.8×31.8

6-2 アジサイ 40.8×32.2

6-3 ラ・フランス 40.8×31.8

6-4 かぼちゃ１ 2019年頃 40.8×31.8

6-5 ぶどう 41.0×31.8

6-6 みかん２ 40.8×31.8

6-7 彼岸花

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩絵の具、アクリル絵
の具、油性ペン、紙

水彩色鉛筆、油性ペン、
紙

41.0×31.8

6-8 無題

無題

40.8×31.8

6-9 41.0×31.8

6-10 薔薇 41.0×31.8

松井 瑛美

雑巾の譜

雑巾の譜

雑巾の譜
雑巾の譜
雑巾の譜

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）

クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）
クシノテラス（櫛野展正）

2018年

2018年

2018年
2018年
2018年 鉛筆、紙

鉛筆、色鉛筆、
アクリル絵の具、紙
ボールペン、水彩絵の具、
紙

19.3×24.12-26

16.9×24.32-27

鉛筆、油性ペン、紙 19.5×24.72-28
鉛筆、色鉛筆、紙 19.2×24.22-29

20.1×24.92-30

2015年～
2016年頃

土橋 美穂

2021年
2021年
2021年
2021年
2022年
2022年
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Edward M. GÓMEZ, Guest Curator

Art critic; art historian; member of the advisory council, Collection de l’Art Brut, Lausanne, Switzerland. Contributor of critical 
articles and essays to The New York Times, Hyperallergic, ARTnews, Art in America, The Japan Times, and other publications. 
Former correspondent and senior editor of Raw Vision, the British magazine about outsider art. Author or co-author of numerous 
books. Among them: Genqui Numata (Franklin Furnace Archive), Yes: Yoko Ono (Abrams), The Art of Adolf Wölfli: St. 
Adolf―Giant―Creation (American Folk Art Museum/Princeton University Press), and Hans Krüsi (Iconofolio/Outsiders)
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［展覧会カタログ］
『アール・ブリュット・ジャポネ』 埼玉県立近代美術館他、現代企画室、2011年
『日本のアール・ブリュット もうひとつの眼差し』 アール・ブリュット・コレクション、図書刊行会、2018年
『平成美術―うたかたと瓦礫 1989-2019』 世界思想社、2021年
『第４回 日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS 公募展』 日本財団  DIVERSITY IN THE ARTS、2022年
『第５回 日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS 公募展』 日本財団  DIVERSITY IN THE ARTS、2023年

［図書、他］
『工房集コレクション 柴田鋭一作品集』 社会福祉法人みぬま福祉会  川口太陽の家  工房集、2011年
『工房集コレクション 箭内裕樹作品集』 社会福祉法人みぬま福祉会  川口太陽の家  工房集、2014年
櫛野展正『アウトサイド・ジャパン 日本のアウトサイダー・アート』 イーストプレス、2018年
櫛野展正『超老芸術』 ケンエレブックス、2023年

＊上記文献等の他、各作家、関係者へ行ったインタビュー内容を参考にした。

写真クレジット

写真撮影：
山﨑剛 [pp.13-17,19-25,27-31,33-37,39-43,45-49,51-55,58-65]
佐藤基 [pp.67 (子どものための造形ワークショップ),68(トークイベント),69]

記載のない画像は、東京都渋谷公園通りギャラリーによる撮影
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デザイン：吉野敏充デザイン事務所
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［カタログ］
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アール・ブリュット2024巡回展
抽象のラビリンス ―夢みる色と形―
Art Brut 2024 Touring Exhibition
Abstract Labyrinths: Dreaming Color and Form


